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　幾何平均、算術平均、調和平均に関係する作用素
ノルム不等式が知られている。
　日合、幸崎による証明は、上記のような平均をパ
ラメータを持つ関数族で実現し、パラメータについ
て正定値関数を用いた順序を示すことで、定式化さ
れた。ここでは、日合、幸崎で用いられた関数族を
さらに拡張して、その順序、つまり新たな作用素ノ
ルム不等式を得る方法について解説する。


